
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository

Title
日本語とインドネシア語の条件法の対照研究

Author(s)
スサナ ユリアニー,

Citation
日本語・日本文化研修プログラム研修レポート集 , 1991 : 31 -
37

Issue Date
1992-03-01

DOI

Self DOI

URL
https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00039299

Right

Relation

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00039299


) 
1
 

( 

γ7 誌の事イヰ 3去の対照石骨｝~キ〆ト日本語 E イ

ユリアニースサナ

l主じ加にi 

本語小話局安 1: . 

下乞り1: れ τ ＜＼＇J ヴ

b 日~ の白干

糸モ建

三’干’王

a <(f っ すミー

b 守f tナば、

ι 寸f くなう

d. 守t <. 

If) ン大：Z7 

東草 r:

、』戎／、シ時

'!'. 

t~ 

t
t

退
司
王
司

勺
白
負
担
土
ー

j

主
木
ぢ
・
．

h

し
日
ん
色
味

t

・
ど
色
、
五

つ
は
・
で
も

’e‘

t
岨
・
’
ミ

2
U

道
会

τ
d
H
z

t
M
bに
じ
主
制
組

m

m
M

珂

Z
4

け

Z

が
・
語

H
E

昧
穴
の
色

M
M
Z企
克
叫
ザ
併

の
し
は
で
つ
む

い
ふ
強
」
九
え
諦

ぷ
悠
お
山
ト
ニ
い
・
？

h

y

h

t

M

M

M

U

 

え
品
開
ヲ
包
ち

z

m
M
g本ナ
ヒ

U
A

の
臼
、
古
昔
州
品、ノ

C
C

－7
t

の

h
mす

n
υ
 

ほ
ほ
ヲ

C
M
門
刷
当

初
平
、
が
径
一
相

、
問
パ
ー
－

M
に

で
年

r
z
t
b

」

ん
ニ
の
も
鵠

A
L
F

誌
す
方
、
1
7

，h
P
1

h
で
ま
り
換
シ
、
の

短
時
吉
川
、
青
山
詰

問
の
の
言

V
M
突

の
吃
件

t
y

「

主
宰
で
イ
は

t

F
、

m
V
A
n

れ
じ

れ. 
~ .l Iヲラ問題 I｛ 出

T1DAK.. AKAけ PE氏GI 

1 wort ’T Ci 0 ) 

SAIA 

7 

HUjAけ、

Tα"l ORR.OW. 

11） 支時おけ・・ τ2ナよ

K-A LAU l'JE.SO I<. 

（エE n A< i11s.

冷KAけ PE且.G i 

Ai<.Aパ PE.ll.C11

Al<-A同 Pf.且 Gi

τiDAK. 

Ti DA仏

寸 I OAK 

SAIA 

SAIA 

Sハ了／『

,,,. 

斗L主A e>ESOk HUJAけ‘
l'JILA l'iESOk 吋u Jハけ、

A「『DA1 Kハパ応ESOK HlJJA川

Ai. 三日 f灸 λ

~ り－.：：··ちτ” i<AL1¥U • JiK.A. e.iLA. Arl0Al 1<.Arl 1 の cp

お句、した支℃ iι 色・わ怠け．

は

じ τ’

J: ic. (j1 fヲリ支の喝令
イ壬ヮ c: t, 、 主味均J j司

θ 本誌の場令 l;l:. • 

ん
・
ん

什
じ
ん
セ

主
乞
ま

王
手
乞

心
川
主
仔

ι

げ

ι

t

f

i

 

ム
利
協
加

ね

ζ
3

・
－

h
J

t

ば
た

き
れ
？

問
時
件

h
M
h
M
L
M
 

布
市
布

止
に
小
い
た

』
l
v
t
a
v
’l
－

も
も
が

~ 札うτT更り〆元 IT Ii’ i~ 111 

-31一

』＝今場合f三 h・1? 古L S事ふフL’フl: 



(2) 

ん主 I!:オ司昨＇H 乞(:'. 1与iif.j hげ降fミしも

フ

九
可
免
安
ば
．
v

．
、
友
匁
毛
れ
八
五

ヲ
司
毛
度
事
お

よ
官
ヲ

h珂

d
n

げ
h
H

口
会

H

4
F
A
F

、
有
折
九

リ

U
P
Z

人
時

u
n

z

全
奇
屯
知
念

台
、
計

λ
U
N
r
A
U
ア

削μ

主
に
生

－
ワ
ね
宇
苛
乙
が

力

P
H
n

－
古
川

本
、
会
毛
酔
そ

の
に
ゆ

z
z
z

主
人
し
し

Z

」
作
の
に
、
七
九

戎
m

ふ
h
h
o

ら

壬
日
明
生
．
吐
叫

主
心
意

t
r
、

a
閉

4
H

制M，
m
e
ヲ
ら
〈
ヲ

の
七
色

F

し
ょ
，

b
H

語
系
M
U
M

－
リ
山

木
う
主
の
凶
誤
一
れ

臼
ザ
ラ
き
な
の

τ

「
宥
叶
あ
ゆ

A
Z

ム
o
z
v
f
f

セ

行

H
q

悲
は
キ
ヂ
鬼

号
、

E
l

p
τ

？
卸
t
z

回
フ
ま
奇

1
d

ゅ

九
u
q
z
z
z
h

九

Z
E

草
、
丸
あ

ts 叫すずヨれき主リ~ t主~-, t: bヲ

ヘ。－ ＇.／・7

偵
団
鳴
り

首
相
川
右
九

J
5

人
ら

』
r
u
y
h
u

t

－
．
肱

ラ
し
げ
れ

ナ
滋
の
け

、ι悶
ρ

九

ヲ
セ

ρ

け

n
r

語
M
M
つ

’
ネ
・
万
b
t

パ
白

4
h
左
足

( 4'i ワ

－
ヲ
，
、

）
に
信
明
よ

は

1
2

台
」
〈

時
べ
よ
ム
ハ
よ

E
V

口
、

リ
カ
〈
白
げ

わ
乙
坊
の

1
Z

な
け

き
出
人
叫

れ
か

τ
U
M

‘
う
ム
》
七

μ

白
山
な

τ

れ

も
血
小
…

ド
ド
由
ロ

例
干

の3u 

t-20 
工

r 

ヮ
ヲ

E

僚
に
札
T

．
差
ラ

Z

私

7

、7

上
の
に

A
U・
h～

ヲ
人
合
ヒ

ラ

て寸前詞

あるをb f乍 h＂＇ 苛T 州

危毛？・
例：電帯 γ. .I.I: 車車工、の守 t L) ？＞人向J Pヰソ始加た．

1 あ吾主力作 h・~ I王向、の争力作 V あムきてのラ明暗示砲事す・
r t立ー. .J r たラ J よ ＇） 王、あの主主め Z の主主の，枯 t;o＂ ヲ乞 J｛ 強し

あ器室内 作 n· 手、 ’~ r・ •J. h・の動作 W’計こる＂＂ ＂主ょうむ土島令に寸量ぅ．
例：夜にな車工、時くむ晶．

?:. 
., 
) 

ー

みよ

, 
} 

?:. 

芳ソの雪b i'F h・o・あ・

見町言z i三F 宅

r '-

」の基本語）司例会手勢

叫 tつフーれれ主易合に

lfJ (f) 1三タト国人
γ 

正 r・

ふ
，
、
、

、
L
C

考
d

令
屯
場

目
、
，

h
a
v
 

勺
な

h
u
τ
 

．
ヲ
ラ

能
叫
b

－
争
力

状
司
？
？
上
九
刀

の
吐
－
恨
τ

ガ

t

－
－
＝
’
・
ヲ
ろ

J
L

3

－

s
t

・
｛
、

は
ま
時
を
ど
旬
よ
お

け
は
ラ
、
－
が
に

7
M
M

S

花
叶
ぼ

7

・2
m
τ
z

品
説
τ

れ
ま
争

f

け
ユ

ぇ

ι
F

乞

τ

主
制
叶
き
古

J

t

し
宅
習
勿
ラ
包
も
ら
ま

れ
主
に
緑
色
屯
味

t
γ

－
z

t
b
に
わ
ね

ι

リ
い
加
に
主
的
ゅ
う
乙

ー
ネ
町
、
，

h
b下町
田

v
s
v

r
h
η

門H

，

d
M
u

・

3
n
yト
川

u
a
v
ι

‘
バ

1
1
a

く
叫
が

h
hた
て
ん
ば
安
ム
セ
は
い
花

プ

γ

仲
ラ
の
け
け

τ

は
抱
た
に
の

L
l
ヲ

L
P
T
F
t
r
f
z

つ

J

’B
L

宅
ぅ

4

つ
白

F

．
d
円

A
L

に
ム
γ、
の

Z
4
h

ぶ
J
b
Z

台
。
は
行
弘
一
川
れ

＠
r

正

A
q
L
ι

り
に
も
r
h

－
フ
モ
h
u

－
；

l

回
目

I
I

m

詞
し
ゅ
む
ヲ
九
人

Z

け
よ
屯
ヂ
に

間
用
伊
・
も
に
う
け
が
の
ラ
寒

φ

判
畠

4
白

η

、
，
干
吐

F

亮
主
屯
の

π
骨
、
〉
官
同

→

i
l

・3

令
牛
「 むづ 4

カ〆 'J9

苛ち言をh 詞をの耳h 舗では F

A の回告乙れすご形 -z:• 1歪ラ

汗手宮詞 4
r 

I '1::" IJ. 

1"： し

乙 Eう

し Jも

？よ

日時‘

j_ カリ

.,.,, 

ニっるあラ度11年 I~し、?:. ?. 

η
L
 

q
J
 



(3) 

、、す‘c: " 
局
、，τ 言·！（. e,q バ1t f笥 It フ・ •t ううヲ言リ実作のもーれ

し
乞
な

軟
－

K軌

記
ぃ
記

」
～
→

‘hJ 
t: 

うTJ 

J 1{' z”のようにイ』~ ~7 

奄 lDl L Z 、イP の勺 •t

,- .ｷ -
十一：一一三」ー士ヲ． ト ヒ土f型 iι。一二主主主

ヲナラ ト

ロ用 H•J の公村

ノ、 q

よメ下
-V 

. げ
七

). 

r
 の

、
フ

ι
w
d

お
う
り

り
あ

τ

七
己
て
し

の
引
に

件
b
h

仏
坪
い
‘h，

の

τ

朗

比
訪
れ
も
t

本
う
準

日
け
笠
日
L

ハ
円
の

7 ‘ 

身L .~ 

（み田， L郷、相S

ヲう庁1 1糸宅 f<t. 

~ l ・ぅ

~ b'" j;· ュ

は珂

旬
本

土
同M

4
早な

t

的
－

A昨

2

5

5

 

仏
両
む
が

宝
2
E
Z

あ

b
n
m

て

勺

'?; 

て

1τ 

h
n

『
，

A！

兄
夫
舟

旬
、
1
4
3

、
，

M
M
E

主

>

t

A
O
A
V

昨
，

お

γ

わ

ゆ
生
花
」i
’ 

町
柑

A
ぺ

A

リます

うけ苧ぇ

r： 町＜ T> 

三 ／-n ど

た1:'. • j, 

j: h・ 7

fl る
b同．

珂セ

LI ） 巷 l こ
(l） めの

τ－－ 

委p 1~ 宥 V あ奇．

れ !;{ ~ト I ：、

力．あ晶

’t -Ii' ~，・乙面．

う A 事乙

て、

( 1) t (i ｝ の土号令には、 A JJ"' ぁ・こ奇 E ’）＜.； (I!> 

あき動作の習時的な結吏宅若干のに河口

t: 

"( 

す4 邑一白中 14与 b＂＇すこ.. :i < 

苛回‘乙王 B

も

（うJ 軌ニ・ lit- ん有食べ、な日 E 、
tり長ナ時五 τ.. 1= ＇）~ う匂.) ?:. 

山
崎
，n
J日

h
y
ハ
牢
官

『
ぜ
、
の

．
ぼ
怠

吾
れ
継

あ
？

t

M
H
V」
り

法
奇
よ

苅
え
う

F

が
け

ユ
－
－
一
、
，

r

i
‘ 色

に
言
認

作
は
卓
脅

軒
丸
町

’a
U
M

廿

f

．
集

Z

内

け
な

j

プ
う
も

F

つ
%
で

叫
は

4
7

宮島 lニ ι れは・・ 卜』エ

バ， q ヲ ω 主す支味に
ワラ Z＂はなく． 主 L 3 

古品O ) 宮島 19!;'7 <

昔l & 1・・

すこ . 電詩 13'＂豹今拘‘うλ S降
、，A E ‘ 〈官~ I 二ワキち? ιろ｝ゆ

" ~』，てしセ毛けう宗件て吾にあ・こあ z/-: 拘・‘ あニ1;. A 

冒トょう

らt;J: 

1t" 'Z 

2. 1三う

つヲ

モ E

? 事句会べ. tごう 勉強し
たう‘新幹線にのれ

f7'J 

（ι ） 1.t‘人乙・ t事ん

('7 ） 日本に苛f ヲ

F・ 8正ιヮJ の場合 I~ も‘

~ 

小物？；＂炉 b

きので者， a

前昨’Z 人ニH tj:: ム

z 新手令 1：官。二の
告

し

r 
't 

~強（~） Z" 

主主、 ド吋T ヲ

主志む？：.＇.判断以外の t.-
〈宮皇ゅ57 ~ 3'11 ) 

有望

札

r 1 の、許司、
紅白‘用けうれ事

q
J
 

q
d
 

τ 

士、主主に命令、

〈喜土車会に t土ヲ 7
主

主見 )J' 



(4) 

の
+4’ ゐ4

7

、
，
，
，

〈
土

U
‘
芝

、－
v
r
e

、

、
，b

 

h
N

キe
’

〉
』
n

ま

令
た

J
J
L

A
M

勺
一
司
空
白

C
M
引
許
〆
』
問
手

．
ヘ
〈
／
、
知

j

a

r

b

 

i

--- 
ヱ
ム
ロ
中
け
叶
で

行
・

ρ
t

＋
宗

リ
う
も
乞
－

d
m
た
て

a
M
引
・
り

く
ヴ
ヲ
口
七

宇

U
川
県
本
つ

、
ι
ι

‘
臼
が

う
見
づ
ハ

η

ι
u
－u

た
ら
．
v

ヲ
助
ヲ
化
問

m
H
m

七
時

終
吉
併
が

t

v
m
V
V

し

校
本
事
へ
王n

J円4
8

佳
品
，
、

j

け
）
ヴ
リ

R
J
n

ヲ

K

－H
H
I

f

‘
、

r
’
、
r
t

ノ
t
r
t

なあ、森田 I ：よ吾＇＜： .ヲ号 •;I:. 個別的右手俳句者？・

t1うJ 毒 M’来た言、；L h”乙 ι ．

之・1 晶ニ τ も司育t ~ t,; ~ きちし手 ρ 個人的む判断令不す形~ t・・あ古

h ~ す事イヰ』t. 0 e に ヨ」置ーえ ら A る 〈ぷに＠ 191!1! ; 4ら？へー・：y ・ ) 

仁川毛 b 系士う 国へリ手品

〈吟J岳力・.＊たう 結娼しょ フ

う. 1;{ 

八に I主守争仲 b〆あ・ニるす＝引に、前 1守 h”’h 雲 k 家 f午宅去す・

”-, 
d
4
f
 

q
荒

むh
l
e
 

h口H
J
 

申
ng

 

イ
l

-e 

+dJ 

-7 

王
ヲ
ーl
J

J
’
、

力
む

、
つ
に
キ
ー

よ
』K
1
H
t

京

し
九

7
4

吃
〉

τ
ν
N
r

件
ジ

・9

体
凶
非

d

〉
e
B

・

7

．
ιじ
た
べ

に

d
t
f

的

告
札
日
開
ま
的

h
v

元
F
h
k

パ
ソ
－

nt 

H
M
除
、

E

あ
に
山
門

体
ヅ
－v
h
同

t

・
．
本
の
お
宮
崎

ぱ

Z

誕1

．
ぱ
は
｛
P
口

九
ん
、
初
パ
（

B
P
A
t
h

人
。

者
，

A
U
A
E
Z

・7
J

入
も
牛

.. 

,AE 

τ
j
’
会
リ
非

ド
－
2
1

内E
A今
Y

A
0
0

旬
く
民
去

)

J

) 

b

J

U

w

t

 

(

Ltd

, 

（~労， I· 写生時刊にりい長おそをけ A ば．‘てよヵラアレセントセもうヴた．

ι19）の主うた旬＇＊もえ・J ~し τ おる§ニ E につ叶 -c. en －抑的た条件免

ま T にゆ 1＼＇ モ＇＼~フすz 元 b・p ・ 5‘フうがうう．〈乙の場合に‘ ト l：言 ω 換え
れも）

主 t＇、／、.. t トの＇＼）£リカ I: r ～ノ、よ叶」 l. r トよ叶 J Z 円ラ (f) 'ti＂ お

奇．

uo）『の時、電誌柊し Z えれれ l〆ょ h‘ヲたのに
(11 ） 白木にいき内に 東京へ ~'f , c: 事告 Z よけがうう

I ＂＇ よけム τ 「卜 ι リ」て匂 kしヘ‘奇 t r ノJ ょ ρ 」は B幸 I: r ~ 

～ハー t 九 Z・ 1ナフ 乙ラ t=' .. z: U ラ 3角材予的たニシュ 7 ゾ z let Z もはう

カがる． く宮島， mヮ， b主主）

... -

... A-

乙工

Li. t； ら

-34-



(5) 

ナラぁ・リ-i:: fミ,, H’き木田幸く奇Ii 舟｛午拘・’ JI v ρz 断主？

τ·＇ Iよ B手閉＂＇費尽力〆 ~Iτ な晶
ヲ l 二

7 

ナ

ヌド宅曹ヴ Z 下己凶．
首..，...ρ けで・ 7 ・

Tt ぅ‘ ニの

JAL l ＂ 守f 勺

~ 

l'. 

(16 ） 臼本語モゐ 5'i r 
l.1•7) Iコ 7ヤへ q；－ くた 6

勺( 

勉
ヲ

令
官
ハ

語
ι唱

本
本

7

目
前
車
官

は
乙
危

E
 

d
芋相

官
乙

ナご

ヮ
ド

l
u

u

t

m

 

九
五
肋
て

し
、

ω

τ

‘
り
も

の
九
含

じ
・
2

喝

は
古
，
の

ア
色

M
V

K
2

り

r
U

ま
勉

日本誌の~ 5~ は

t.-－日本語も

うニピ有毒 F、
，

つ

ι
v

に
ふ
z
o
z

〈
占
E
n

場
叫
ょ

の
た

d
n

j
 

h
u
し
、
－η

ム
ボ
唱

コ
広
三

よ

必
・
巴

r
b

土
児

ヰ

L
P

,4B

,‘ 

』m
Z
J
千

広
し

L

d
M

い
立
話

万
字
、
店
店

ト
：
：

－
q
山

λ
M
U
l
l

は
奇

t
A
γ

午

「
，
‘
，
a
．
，

A

〈
柿
色
早
乙f
吟

よ

γ
S
ず
中
容e－
不

hい
λ

の

b

で
は

B

’u
手
午
、
午
；

仁

L
3
A
7

・
・

4
s

〈

木
材
為

τ

仏
ほ
し

τ
o
b
 

r: 

し't" 霊亨な苧まの点肯4・、つ占~の三I工は集イ午q、すラ

決定し

毛る事径の！支王尾以首：I I ：正式立ナ

の定足以首9し手i主主企h l青 ￥~ 九り L

べ．十ε

λ ， 

も~ ~ 芋’j 注号，，，...ァrl> し何‘もι 

J d+ よIt'' 'I. 生と4ヲリ

# ~） 

J凶

ρ
念
T

4
T

品
問
・
・
〉

し

Z

う
う

μ

説
つ
九

5
J「

ん
主
主
争
相
当

1

・

J
－
フ
配
同
r
t
J

べ

トh
t

が
由
刊
仰
の

。7

．
否
商
－
－
J
奄

－

w

親
、
目
白
村

j
a
T
M

て
森
戸
刀

今
7
5

の
じ
／
」
の

伯
喝
采
事
会

唱
は
E

な
も

訓
i

’紙
、
内
’
u
z

況
乙
市
に

，
以

4

ん

ち
ょ
町
三

、
フ
ヲ
午
え

よ
屯
、
わ

引
き
』

N
τ

ピ
降
う
先

炉
二
w

r

市
「
』
i
h

ん
は
て

日
一
明
日τ
a

ι
で
〈
子
れ
リ

ム
具
r

ゎ
s
r

－
フ
・
勺
告
白
之

け
h

ど
ヲ

z

’
f
J

持

司
j柄
、
、
馬

l 傘守キ手ヲ
ー

t; ll~）而 V 件 s

ロすて
. 
」トナラ7 ヲ，、臼－＊ ~~ <f可「τ－－ l’L t 

も

り主．

ン下‘キ ν ？誌には日本誌の京件の吉凶カのよラナ正イ史けノB 1t ,., ..・たけ．

f ンド・キ ν7 諒 m 場合 1.j: y ） えつ力、の時 r・ t 王見 τρ を奇~·＂ - ~）ち 1;t." ／..タ9 く
、..，.

イ置われてのも Ol 1t r l<..A LAU J －.：.叶予言.~ -Z:＂ぁ a KALAIJ l立討しち祭ナ.，＂ 11' -

r )iKA l'JiLA 州DAir(AI寸 J は I~ 1'.. 人工事乞言 l l：償問 A Zρτ 、普通の全
誌 t はわまリイ雷わ するの． 'l At 'Z" ' r ノ、... q ヲ． ナ ヲ． ト J i主 4 Y ト・・ネ
ヤ F 吉E 1 ：：す4 あ、しナニ手． z’ちうで℃ r kALAU A になる．

きの事件言E (j¥ γ ？ 主ト．I イJ. 

守、 l t: I弔 J{' ~’キ守 1ごう． ね I ；）：句T そこまなん．

あしすJ i弔〆降告九ら お lι 守f 1乙事 t ん．

あ L t：而が陛~」乙，加ゆ吋T t 正セん．
昔、しれ吊 V毘~.ね IJ; 守T をまセん．

1こす4 畠

勺‘百.，. r.品

A kArl PE.R. Gj I 

-35-

ツ了きfr I士九がした

凶』Jハ ri . SA γA liDAK. 

tc 1でイゾドネ

r kALAV bE.SOI<. 

-
- 



(6) 

(a} e ;j又詩句 \01 6t （，仕 4 白木に 'fj ~ね乙凶

(b）日本語句勉強 f き rs .; .日本に吋T 乞な~ ., 

え
のy

r
 

7

九
毛

ユ
品
m
E凶

ソ

ユ
る
品
げ

っ
す
二

、
，

A
弘

b
E

、

で
勉

V

E
K
で
せ

h
F
鵠
お

れ
本
ヵ

L
R
U

に

主
主

a

J
M
d

ー
も

E

勉
の

T

相
、
ι
ν

詩
句
、
正

ホ
ロ
．
ト

白
本
ソ

広
日
ィ

の
は
－

，
、

A
h
a‘フ

好
場
う

に
の
，

f

、
，
J

木

ω
・9

口
υ
h
w

－
－
司a
1’

h
H

ハ
白
5

ス

A一
切
一
打
ン

の
き

7

J
ω
ぁ
ム

ν
H

ニ

l<.11LAU eiE.LAJAIミ IMHASA JE.PA門G PERG i LAH l<C. JC.l'/irlO 

τf b 乙 1'.'. t. -z:·· 乞 1J .孔ラ厄~ i:: 

昆ら九九の． 花町土場令（~は．
こエニ 1τ はヲラ之ナヲのイ買叫分け l主

臼本語 "le 勉目色しれら．臼ネ I：守j ＇！＇..九乞凶．
KALAlJ SuOAti P,C.LA.iA凡 M吋ASA JtPJlriG 、 PE.i:.Gi LAH 久E JE.PJIけG.

8 ／.炉詩句勉強才るねら． 日本 1: 1-!J 乞九乞叫・

~－ALAU l"lf¥U eic.LA jA凡 P.iArlA.SA JEPAr1G , PEllCliLAH KE JE.例同凸

t r S uOA H -' t r 同《U 』匂入 ;It 古ニ τI：よサ τ ‘
ニュ 7 ゾ ;z j官 l事マ乞リとせるこ~t.;{-c白色 a -

1主願望の主主表 i ) 

守ラ τ ナラ (ft 1苦日〆丙け <Tl

( SUPAH 1;j: 完？の事~. 刊AU

(c ） 臼本へ ~'j け 1；）.＇町、日ネ泊打げ土宇（： 1> lJ • 

〔d）日本へ甘く℃、日本語 n’上宇 I: t; 9 

ゾト キッ 7 ~"Ii l士対抗せ 13""

日本へ守j ,.,. ，~－·. 日本語 h固と宇 1 ：な吾

I<.< LAU PE.II. 白。 l<.E. JEPA川苛目 AKAi寸 PArl()A0I BE.ll MHAoA JF..P.f11i匂．

白木戸Ji.ムム‘ 臼本語 h・・主主に九品

ムι＆ PE.同； KE. JE.伯尚．巴~~と丘止 制門DAi eic. R. f>AHASA JE Pll 同凸

ょ
に
句
イ

1
7
恨
の

奇
〈
B
A
H

－
t
H
n

h

坊
の
づ
ょ
ト

Y

6

、
九
力
．

b

’
ニ

見

t
ち
、
乃
げ
－

7

リ

．

F
t
u

円
分
ナ
七
ラ

げ

Z

言
と
一

n

－
L
m

ば

ハP

之
町
の
俊
－

7

叫
z

u
h

件
仰
の
弓
説

3

A
門

信

U
A
aキ雰
L
η

’
M
M
h

の

F
1
の
の
い
パ
向
に

ト
、

r

詩
ι
吉
・
－
ラ

!‘ 

・
に
，
効
み
の
叶

Z

よ

－y
m
u

状
θ

件
九
ど

A
d

ナ
た
旬
、
な
体

v
e

こ
と

－
Y

ラ

H
H

の
ず
』
λ
d
t

ヲ
王
制
よ
の
鴻
は
7

．
が

ヴ
リ
の
九
本
開
明
主

民
J
F
I
A
J
M
A
J
U

’

L
V｝
ど

a

，
白
、
戸

J
M
5
z

，

h

・
－
L

の

2

奇

，
司
，
，
，

1

・
ゆ

T
M
N
d町
北
的
せ

11ho

#
Arkpe 

－
《

h
q
b
古

F
1
U
同
』

吾
ダ
メ
匂
折
一
向
山
田
一
八
ソ

毘
合
宅
人
九

A

場
リ
乞

モ
場
詩
C

に
、
よ
ヲ

女
九
の
・
語
。
ゆ
を
は

削
刊
ん
巴
九

O
し
～

品
げ
メ
イ

A
6
7

‘
、
，

n

？
、
バ

4／

7
U

仏

t
E
t

、

h
1
2

ヴ

託
、

z
t

、
汗
九
る

t

t

に
勺

L

‘
ト
う
れ
も

み
よ
エ
小
、
／

γ

ゎ

n

-36-



(7) 

4 才3 仰’J に

ι
a
k
h

ロ
・
匂
－

B
b

で
南
問

3
e

吋

t

忠
1

－
h
7
a

勾

九
．
副
v

符
、7
ρ
T
3和
T

し
ナ
＆
，
鵠
争
、
．
骨
，
守
札
停
．

事
足
ノ
$
ゾ

V
H

’
・
の
ち
品
開
工
句
叫

吐
‘
，
生
面
・
！
、
．
・

t

、

・
、
巧Y

古
寺
凶
奇

r
k

し
ヲ
ヲ
何
リ
本
こ
誇
何

事
凶
す
も

F
J
ト
ね
が
持
．
‘
卜

q
n

’
に
吉
白
山
本
う

り
』
草
分

j
y
h
T
A
Z
y

－
－
－
も
の

z
h
h

日
ね

t
n
n

ち
ぺ
町
勺
山
の
イ
句
、
ハ
パ
Z

件
し
り
‘

H
W

A
門

h
M
M

明
日
し
の
札
ラ
セ
ロ

m

・
1

正
体
v
t号
日
れ

と
つ
は
』
吉
汀
認
F
1フ
ト

E

鵠

τ
l

の
、
ザ
M
h
a’
け

或
〈
z
m

し
は
は
ふ
’
ニ
本
ワ
凶
訴
に
ム
川
よ
九

-

s

,

AL 

左
前
内
ヲ

h

け
の
、
ヲ

V
8

旬

u
h

冷
－
フ
、

s
h

で
由
ょ
っ

A
o
h
H－
れ
ナ
上
ゆ
た
、
日
み
時
じ
あ

語
句
じ
く
が
リ
九
時
’

d

に
し
に
・

U
7

通
τ

の
ラ
令
叶
？
崎
市

m

日

d
7ぇ
ニ
ヲ
悼
力
が
リ
し

げ
の
場
も
鵠
九
魚
河
q
組
問
吐
奇
よ
建
ニ
九
主
辞

つ
先
、
ロ

3
3
t
r

’
b司
、
内
も

h
z

た
ヲ
喧

え
が
ち
山
よ
よ
芯
串
バ
』
唱
に
れ
小
出
－
乃
内
惜
し

内
奇
吉
山
工
の
も
も
の
州
た
Z
ぅ

λ
J
M
M

リ
利

B
B

』

・
ι
F
b
ム
芭
』
詩

τ

乞
日
明
凶M
し
司
｝
え
国
文
言
よ

A川

博

τ

七
の
州
ホ
ワ
乏
百
本

r

折
け
伝

m
T
右
の
、
く

、
万
A
b
ロ
仲
川
臼
も
で
白
川
九
九
ヅ
ス

o
烈
件
が
よ

L
e令

O
L

－
－
礼
》

L
F

”
片

山
川
ト
叫
凡
骨

h州
・
、
人
十

l
r

乞
し
白
尽
，

t

主
吉
・
の
ゆ
で
工
す
の
け
・
り

q
Z

干
の
み
川
け

の
－
7
A

・8

時
間
・
凶
才
中
門
唱
九
‘
れ
が
白
山
中
事
し
、
持y
h
h
n

作
ナ
－
つ
め

T
J
L刀
の
は
屯

i
J
M

』
で
た
議
時
本
こ
り

化
事
・

λ

も

U
γ

九
日
い
』n
h

・
ヰ
仰
け
け
に
内
加
古
日
叶
傾

tML

‘ 

の
a
7
吹
て
キ

3

吉
山
小
川
の
呼M
ノ
刀
店U
Z

糸
、
伴
、
九
の

は
持
ヲ
日
乙
ド

u、
の
も
削
九

7
r

り
い
乙
訪
亀
戸
し
ち

本
・
至
。
パ
ド
ン
ル
川
竹
の
日

m
m
析
に
崎
明
便
司
吉
本
江
語
叫
い

臼
パ
に
九
イ
’

V
事

h
j
日
切
れ
ね
わ
の
叶
臼
る
回
説
会
。

E

れ
は
小
つ
引
リ
ド
フ
ト
卜
円
い
伺
ロ
カ
の

今芳香

3ふ rn f1 111 r 日本詩的類支若 1.!E. J 1990 、 株式会科 jれ拓社

宮自主夫 r o 詰支法の問主良市 .l 19??‘ 日月泊事~~

-37一


